
第４章 温室効果ガスの削減目標

2050年の目指すべき姿（ゴール）を、「市内の温室効果ガス排出の実質ゼロ（ネット・ゼロ）を目指す（ゼロカーボンシティ）」と設定するとと
もに、その実現に向けた具体的な削減対策と効果を積み上げ、2030年度・2035年度・2040年度の削減目標（ターゲット）を設定します。
また、市域内において国と同等以上の削減目標を目指しつつ、アジア地域において削減した温室効果ガス排出量（海外での温室効果ガス削

減貢献）を合わせ、世界の脱炭素化にも貢献します。
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▲47%以上 ▲6１%以上 ▲7４%以上 ネット・ゼロ

アジア地域※１

（単年度※２）
▲4% ▲7% ▲10% ▲15%

合計 ▲51%以上 ▲68%以上 ▲84%以上 ─

※１：アジア地域における具体的な削減対策などについては、「９章 世界における脱炭素化への貢献」にて記載
※２：現行計画におけるアジア地域の削減目標（累計）※３を、単年度に換算したもの。
※３：2030年度、２０５０年において、アジア地域で温室効果ガスをそれぞれ、75%、１５０％削減

（ともに、2013年度の北九州市内の温室効果ガス排出量比）

※詳細な内容はこちら

※ 記載している排出量は、推計に用いている各種統計データの見直し等により、変更される場合があります。
※ 目標値には森林等による吸収量を含みます。
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